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講座派的問題設定の特徴と課題について 
――『国体論』に対する恒木健太郎氏の議論に寄せて―― 





































































































































































－ 33 － 
らの動きはもちろん、直接的には沖縄における基地負担軽減の問題に端を発したものであり、
日米安保体制そのものに異議を唱える動きではない。しかしそれでも、石破氏のごとき防衛族
の代表的な政治家がこうした発言をしたことの意味は重い。日米安保体制を金科玉条のものと
し、称賛してきた勢力までもが、日米関係において不健全な何かがあることを認めたに等しい
からである。 
重要な課題は、日米地位協定の不平等性、さらにはそれに対して政府による秘儀的な解釈が
施され、関連して多数の密約が結ばれているといった事情は、日本の対米従属の特殊性の表れ
のごく一部にすぎないという認識を、いかにして深め、広めて行くのかというところにある。
そもそも、『永続敗戦論』から『国体論』に至る議論は、単に固定化された型を見出して事足れ
りとするのではなく、その認識を変革の起爆剤とすることを目指してきた。本稿の前半部に書
いたように、「型」の認識の不在・無自覚こそが、「型」を延命させ、無駄な疲弊と荒廃をもた
らしてきたことは明らかだ。したがって、講座派を継承しつつ乗り越えるとは、「型」を実体に
おいて根拠づけるのではなく、それが機能する対象との関係においてとらえることなのである。 
